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ト直径が 50 nmと微小な場合，反転磁場は交流磁場周波数 frfに対して直線的に減少し，その傾きはマイクロス
ピンモデルで予測される傾き 2/||と一致した．ここで，||はジャイロ磁気定数である．マクロスピンモデルに
おいては，歳差運動の誘起は磁気モーメントに対し仮想的な逆磁場 Hω = 2frf/|γ|が作用していることと
等価であり，有効場として直流磁場に加え Hωが作用する．一方で，ドット直径 100 nm以上では，交流



































トのマイクロ波アシスト効果を検証するために，異なる磁気特性を持つCo/Pt多層膜を2層積層した 200 - 500 
nm径の積層Co/Ptドットを作製し，実験を行った．ドット径によって程度の違いはあるものの，概ね反転磁場
は周波数に対して直線的な変化を示さず，低周波領域から交流磁場周波数に対する反転磁場の傾きが 2π/|γ|から
大きくずれる挙動を示した．大まかな挙動は同径の LLG シミュレーションと一致しており，積層ドットに起
因した歳差運動の励起モードがマイクロ波アシスト効果に著しく影響することを実証する結果であると考え
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ている． 
 以上のように，本論文では歳差運動の励起モードとマイクロ波アシスト効果の相関を明らかにするため，
Co/Ptドットを用いた実験とLLGシミュレーションを行った．その結果，さまざまな励起モードがマイクロ波
アシスト効果に強く影響することが分かった．この結果は，単に MAS の物理的な背景を明確化しただけでな
く，ハードディスクドライブに用いられる数 nm径の磁性体のマイクロ波アシスト効果制御に応用できると考
えられ，応用物理学および電子情報デバイス工学の発展に少なからず寄与すると思われる． 
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